
（１）２０２３年度 辰巳台地区社会福祉協議会 事業報告 

 

基本目標１ 地域の誰もがお互いに支え合うコミュニティづくり【共感】 

 

１，地域を知る機会の充実（福祉意識の醸成） 

事業名 広報・啓発事業 

内 容 

（１） 辰巳福祉ネットワークの協力をいただき 

広報紙「コスモス」の発行（年４回） 

（２）フェイスブック（Facebook）での情報配信 

☞多いときで２､０００名を超える方々に閲覧頂けるように

なりました。 

 

２０２３年度配信累計 

５８件（平均５件／月） 

 

 

 

事業名 たつみ こども・おとなフェスタ 

内 容 

昨年度に引き続き、地区社協が主催となり各種団体の協力を

得て第２回目の「たつみ こども・おとなフェスタ」を開催

しました。今回は昨年の内容をバージョンアップして、各種

団体による「キッチンテント」の出店、「おたのしみ券」販

売、「フードパントリー」開設、「こども発表会」の充実を図

りました。 

 あいにくの小雨交じりの１日でしたが昨年の２倍の参加

者を得て、一日楽しく交流することが出来ました。 

 

１１月２６日（日）１０時～１５時 辰巳公民館 

参加人数 約５００人 

 

【歳末たすけあい運動協力事業実績】 

お楽しみ券：１３７，７１５円 

寄付金  ： ５９，５６１円 

街頭募金 ： ５６，４５３円 

 

Facebook QR コード 



２，人と人とのふれあいを育む場の推進 

事業名 共生型サロン事業 

内 容 

辰巳福祉ネットワークの協力をいただき、年齢や高齢者・障

がい者・子育て等の分野・属性に関係なく、全世代を対象と

した「ふれあいや活躍の場」を提供するべく共生型サロン事

業を実施しました。 

 

会食部会 

☞年１２回開催 辰巳公民館 

 参加者数：７７１名 

子育て部会 

☞子育てサロン SUKUSUKU 

年４４回開催（毎週水曜日）ふれあいセンター 

 参加者数：６３５名 

いきいき部会 

☞ほんわかサロン 第１・３金曜日 ２０９名 

 おしゃべり会  第１水曜日   １２７名 

 出前茶話会   第３月曜日   １１６名 

 

事業名 辰巳 地域・こども食堂「だんだん」 

内 容 

辰巳公民館にて第３土曜日（一部変更有）に行いました。今

年度は、「市原市ひときらめく応援補助金」をいただくこと

ができ、地域の多方面からの食材の寄付を頂き、子ども達食

育を含めバランスの採れた食事を提供する事が出来ました。

また、SNS やポスター・口コミ等で申し込者数が増え、混乱

を防ぐために事前の予約制としました。 

 

実績：１２回（フードパントリー含む） 

参加人数：１，５４８名 

【協力】 

・生浜高校居場所カフェ 

・市原市市社協フードパントリー事業 

 

【参加した会議体】 

・いちはら地域・子ども食堂ネットワーク 

・チーバくんのおなか 



 

事業名 通いの場「ほっとサロン」 

内 容 

連合町会集会所で毎週月曜日１０時から１２時まで感染症

対策を行ったうえで実施しました。ラジオ体操・タオル体

操・懐メロに合わせながらの体操・地域のボランティアさん 

手作りの遊具でワクワクゲーム等、声を出し・身体を使い、

あっという間に時間が過ぎ充実した場になりました。 

 

実績：４１回 

参加人数：９９９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本目標２ 地域の繋がりを豊かにするための仕組みづくり 

 

１，寄り添い支えていく体制の強化 

事業名 相談支援事業「なんでも相談」 

内 容 

２０２３年度より「なんでも相談」として、ほっとサロン、

ほんわかサロン、会食会、子育てサロン、子ども食堂だんだ

んなどの、居場所づくり事業を活用した相談支援を行いまし

た。昨年度よりも相談件数が増え、地域住民に身近な相談所

として実施出来ました。 

 また、相談内容に応じた対応が出来るように、ケース検討

会議を開催し地域課題の共有化を図っております。 

 

相 談 日：２４日 

相談件数：２２件 

ケース検討会議：２回 

 

 

２，生活を支えるための体制強化 

事業名 日常生活支援事業（買物ツアー） 

内 容 

たすけあい辰巳ねこの手に協力頂き、日常の買い物に不自由

をしている高齢者を対象にふれあい買物ツアーを実施して

おります。 

車両提供は、琢心会に提供いただいております。 

 

実施回数：２３回 

参加人数：１８０名 

 

 

事業名 高齢者地域支え合い事業（第２層協議体・地区行動計画） 

内 容 

２０２２年度末に策定した「第２期辰巳台地区行動計画」

を３００冊製本し、各種団体および公民館等への配布を行い

ました。 

第２層協議体では「日常生活支援事業（たすけあい辰巳ね

この手）の充実強化」を取り上げ、ねこの手支援のためのア

イデアを議論してきたが、具体的アクションの第１弾とし

て、町会、各種団体の協力の下、ねこの手リーフレットの辰



巳台地区全戸７，０００世帯への配布を行いました。 

 また、具体的アクション第２弾として、８月５日に公民館

にて「ねこの手合同説明会」を行い、活動内容の周知を図り

ました。 

 年度末には、次期テーマ「ボランティア NAVI（仮称）」を

策定することとし、現在検討中です。 

 

３，地域福祉力の向上 

事業名 人材育成事業（辰巳台地区地域福祉合同研修会） 

内 容 

第３５回目となる「辰巳台地区地域福祉合同研修会」を地区

社協理事及び辰巳台地区民生委員児童委員を対象に実施し

ました。今年のテーマは「地域共生社会を目指して」とし、

淑徳大学 高梨 美代子 氏より講演していただきました。

講演後は、グループワークを実施し地域福祉実践者たちの生

の声で意見交換することで、日ごろの活動に対して課題等の

共有化を図ることが出来ました。 

 

日 時：２月４日（日）１０：００～１２：００ 

場 所：辰巳公民館 

参加者：６０名 

内 容：（１）講演「地域共生社会を目指して」 

        ～ ともに支え合う地域へ ～ 

      講師 淑徳大学 助教 高梨 美代子 氏 

 

    （２）グループワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本目標３ 地域で安心して幸せに暮らすための基盤づくり 

 

１，地域で活躍する人の育成 

事業名 福祉教育 

内 容 

一人ひとりが違うことを理解して、共に生きていくことの大

切さを学ぶことを目的に、市社協ボランティアセンターと地

区内在住の障がい当事者の方と連携した、福祉教育を実施し

ました。 

 

［実施日・対象］ 

９月１１日（月）辰巳台西小学校 ３年生 ４８名 

１２月 ４日（月）白幡小学校   ４年生 ２１名 

 

［内容］ 

車いす・アイマスク・ガイドヘルプ体験 

当事者からのお話 

 

 

 

事業名 ねこの手合同説明会（第２層協議体の取り組み） 

内 容 

第２層協議体の取り組みとして、ねこの手の担い手拡充方策

の一環として、地域住民、地域福祉関係者を対象とした「ね

この手合同説明会」を開催し、ねこの手の活動内容や事業の

必要性について改めて周知を図りました。 

 

日 時：８月５日（土）１３；３０～１５：００ 

場 所：辰巳公民館 

内 容：協力会員・利用会員募集のための事業説明会 

参加者：３０名 

 

 

２，災害対応力の体制構築 

事業名 災害支援ボラティア事業「親子防災教室」 

内 容 

地域住民を対象とした研修会を開催し、災害発生時・緊急時

の対応方法について理解を深めました。初開催のため、まず

日常生活上で活用できる内容で行い、来年度以降も継続的に



実施し、地区社協として行う災害対応の視点を踏まえた内容

で実施していきたいと考えています。 

 

日 時：１０月１５日（日）１０：００～１２：００ 

場 所：辰巳公民館 

内 容：（１）応急手当の方法について親子で実践 

    （２）アルファー化米の作成・実食 

参加者：６６名 

 

 

３，福祉活動基盤（財源）の強化 

事業名 賛助会員制度 

内 容 

２０２３年度は１３８名の方に賛助会員になっていただき

ました。 

 

賛助会員数：１３８名 

賛助会費：１８７，０００円 

 

 

事業名 黄色いレシート 

内 容 

マックスバリュ辰巳台店の黄色いレシートは地域の方々の

協力を得て、還付金の確保に努めました。 

 

還付金：上期 １２，４００円 

            下期 １０，９００円 

         合計 ２３，３００円 

 

 

事業名 資源リサイクル事業 

内 容 

各種団体、個人の皆様方のご協力により下記の収益をあげる

事ができました。 

実施回数：５２回 

実績額：１７５，９６０円 

 

 

 


